








要約 1988 年 1 月から 12 月の救急外来日誌の記録より、不慮の事故のために受診した 21

歳未満の患者 1289 名を抜き出して、受診月、年齢、受診科、障害の部位、種類、原因に

ついて分析した。男子が多く、主な受診科は整形外科、脳外科、外科であった。事故の直

接の原因に関しては不明である場合が多く、事故を予防するためには、原因がわかるよう

な調査様式の作成が必要であると考えた。


